
    函南町立桑村小学校だより　　　1１月号         令和４年10月吉日 

          　 　さくら 

校訓「ほんきで なかよく きまりよく」【学校創立１４９年・地域に支えられ、がんばる桑っ子】 

学校教育目標　…「なかまとともに　学び合う 桑っ子」  

重点目標…「伝え合い　高め会う子」

　防災教育の質的転換を目指して！ 

　独立行政法人教職員支援機構が主催する「令和４年度防災教育推進セミナー」が８月18日、

19日の２日間リモートで開催され、学校長が参加しました。参加した理由は、この研修会の

 目的に強く惹かれたからです。その目的の一部を下記に紹介します。

  　自然現象によって社会や人間に被害が発生するメカニズムには、人間が築いてきた

  社会に潜在する脆弱性（ぜいじゃくせい）が深く関係している。そのため、その人が

  おかれた立場や状況によって「被災」の様相は異なる。つまり、人間の健康や命が脅

  かされるような悲劇的な出来事の発生には、社会や人間の在り方が深く関係している

 のである。これまでの学校教育は、防災教育として、命を守るための知識・技術の伝 

 達とりわけ発災時に行動できる主体性の育成を目指してきた。「被災」と「社会の脆弱 

  性」が深い関わりをもつとすれば、日本の学校教育は、発災時に行動できる主体性の

  育成はもとより、個人や社会がもつ災害経験から、社会や人間の在り方を問い直すこ

  とができる子供の育成を目指す必要があるのではないか。

  　以上の問題意識から、本セミナーでは、災害が繰り返される社会において、防災教

 育はいかに質的転換を図る必要があるのかという根源的な問いを探求する。

　本校では、児童を対象に避難訓練（地

震と火災を想定）と保護者の協力のも

と引き渡し訓練を実施してきていま

 す。

　これらの学習は、自分の生命を守る

うえでとても大切な学習です。これか

らは、発災時に行動できる主体性の育    【避難訓練の様子】         【引き渡し訓練の様子】 

 成とともに、個人や社会がもつ災害経

 験から、社会や人間の在り方を問い直

  すことが求められると思われます。

 　８月28日（日）の午前中に函南町総

合防災訓練が本校体育館で開催されま  

した、町役場の職員、各地区の防災担  

当者、そして、学校からは学校長と学   【函南町防災訓練の様子】   　　 【避難所施設】  

  校応援団 の鈴木さんが参加しました。新型コロナウィルス感染症の拡大防止  

というこれまでにない対応が求められている中での訓練でしたが、町の職員の皆さんは素

 早く判断し対応する姿が見られました。　



 さて、本年度の防災教育について、新たな取り組みがあります。それは、５年生児童が県

の防災担当の協力のもと、「ジュニア防災士養成講座」に取り組むのです。自分たちで、防

災のことについて学べる機会を得たことは、とても貴重な経験となることと思われます。こ

うした自分たちで考える防災教育を今年度だけで終わりにするのではなく、持続可能な学び

へと発展させていきたいと考えます。防災教育に絶対解はありません。「知る」だけでは意

味がありません。だからこそ、防災教育の質的転換を目指して、友達と共に考える学習を大

 切にしたいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責　渡邊）

 

 

    ドリームステージ

実施します 

 

　コロナ感染症対

策の一環で中止と

なっていたドリー

ムステージを今年

度は行うことにな

りました。 

　今年は子供たちに日本に伝わる伝統芸能

を生で体験してもらおうと考え、落語家の

方をお招きしての開催となります。 

　軽妙な語り口に乗せられ、話の世界に引

き込まれていくのではないでしょうか。 

　本物の芸術に触れる機会を数多くもつこ

とは子供たちの健やかな育ちや感性の育成

にとっても大きな影響を与えます。できる

限り本物に数多く触れる機会を数多くもち

たいものです。 

  本来でしたら保護者、地域の方々にも声

をかけさせていただき、参加を募る必要が

あると思いますが、体育館が密になる恐れ

がありますので、今年度については参加を

見送らせていただきたいと思います。 

       地域ＤＥわくわく体験スクール 

  昨年度も実施しましたが、今年度もPTAの

皆さんのご協力を得て、地域ＤＥわくわく体験スクールを実施することがで

きました。天気予報によると週末は１１月の気温になるということで、子供

たちの体調が心配されましたが、元気な桑っ子は寒さに負けず活動をしまし

た。 

　今年度は田方北消防署の方をお招きしてAEDを使用して救命救急法を学びま

した。子供たちだけでAEDを扱う機会はありませんが、今回、体験したことで自分の中で経

験知となり、経験値はいざというときに役立ちます。貴重な体験ができた一コマでした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
１日(火) クラブ 朝会 友達郵便開始   

 ２日(水)  桑村道場  あいさつ運動赤2
 ３日(木) 文化の日

 ４日(金) 5時間授業 
      町あいさつ運動(職員のみ)

       読み聞かせﾊﾞｲｷﾝｸﾞ（8日まで）ﾞ
 ５日（土）６日（日） 町作品展

 ７日（月）あいさつ運動赤3
 ８日(火) クラブ あいさつ運動白1

 ９日(水) クラブお礼の手紙 縦割り班会議
      ３時間授業  あいさつ運動白2

10日(木) ふうせんかづら(4年)  人権読み聞か
      せ（1，2年） あいさつ運動白3

ふじのくにジュニア防災士講習（5年） 
 11日(金) 原生林探検

 14日(月） スクールカウンセラー来校日 
 15日(火) クラブ SST

 16日(水) 縦割り遊び PTA役員幹事会
           桑村道場

 17日(木) マルベリー
 22日(火) 委員会活動 代表委員会

 23日(水) 勤労感謝の日
 24日(木) 縦割り班会議

 25日(金） 社会科見学（3年）
 29日(火) 朝会

 30日(水) 持久走記録会 縦割り遊び 弁当の日
 ※持久走記録会予備日12/1（木）


